
地域活動支援センター3年ぶりに作品展開催
�　　�とっておき美術「遊び人」展�　　
　地域活動支援センターでは、創作活動を日々の
活動の中に取り入れています。書道や絵画、手芸、
工作等々…。素材や手法も様々、驚きの作品から
丁寧に作り込んだ作品までいろいろです。
　利用者が制作した作品の数々を多く人に見ても
らいたい。そういう思いから作品展を開催するこ
とになりました。前回の作品展は平成22年の春
に開催し、好評を頂きました。今回は会場を変え
て、展示数も増やしボリュームアップして開催し
ます。
　たくさん方にご来場頂き、地域活動支援センター利用者の作品を通じて日々の
活動の様子を知って頂けるのではと思います。ご来場をお待ちしています。

　 日　時 　平成25年12月12日（木）�10：00～19：30
　 場　所 　長岡京市立中央公民館2階講座室

　＊自主製品の販売もします。

　ここではポニーの学校で実施している療育内容（今
回は「グループ療育クラス」）についてご紹介します。

グループ療育クラス
　年少児から年長児を対象に週1回、現在は月・水・木
の午後に開設しています。

　子ども6～ 7名の小グルー
プを編成し、指導員と一緒に
様々な集団遊びを体験しま
す。
　他者の意図やルールを意識
する中で、適切な自己表現や

仲間意識を育んでいきます。
　主なプログラムは以下の通りです。

①保護者と分離後、グループ療育を実施（45分）
　�保護者は自由な雰囲気の中、担当職員を交えて
子育て等について話し合う
②おやつ（15分）
③療育終了／親子再会
④隔週で療育での様子を保護者に報告
⑤終了

　適宜、個別療育を実施し、遊びを通して個々に応じ
た課題を中心に取り組みます。

相談支援事業
　相談支援事業は、障がいがある、あるいはその心
配のあるお子さんやご家族の相談窓口です。
●「基本相談支援」
　　�福祉サービスや制度に関することなど広く相談

を承っています。
●「計画相談支援」
　　�福祉サービスを利用するのに必要な計画書（「障

害児支援利用計画」）を作成します。
・�希望や意向の聞き取り
　サービスを利用する前に、お子さん本人やご家族
が希望される生活に対する意向などをお聞きします。
・�情報提供や助言
　制度やサービスの種類、事業所などを紹介し、お
子さんやご家族が豊かな生活を送ったり、悩み事が
少しでも軽減できるように一緒に考えます。
・�一定期間ごとの見直し
　ご利用後のお子さんやご家族の生活の変化、サー
ビスの回数、サービス提供後の状況を確認し、より
よい方向に充実させていきます。
　私どもの相談支援を利用してくださる方お一人お
一人が、地域で生き生きと過ごすことができるよう、
お手伝いさせていただきたいと思っています。まず
は、お電話でご相談ください。

今号では若竹苑のニュースをお知らせしたいと思います。
就労継続（B型）支援事業の利用者が就職決まる
　現在、就労継続（Ｂ型）支援事業では38名の方が利用され、日々、清掃や内
職等の仕事をされています。利用者の皆さんには「一般就労をしたい」「仕事
をがんばりたい」「工賃で買いたい物がある」「若竹苑に来ると話し相手がいる」
など様々な思いがあります。働くことを通して皆さんの思いをどう実現してい
くのか…悩むことが多い日々ですが、今年7月に、「株式会社ハートコープきょ
うと」に1名、就職が決まりました。ご本人に近況をお伺いすると「仕事仲間
と飲みに行った」「就職して良かった」ととても楽しそうです。
　若竹苑では、就職が目標達成では
なく、就職することで生活をより充
実させていくことが大切だと考えて
います。1日1日は、楽しいことば
かりではなく、しんどく辛い思いも
あると思いますので、そんな思いも
聞かせていただきながら、つながり
を持ちつづけたいです。

乙 訓 若 竹 苑乙 訓 若 竹 苑
TEL 075・954・6501　FAX 075・954・6588

乙訓若竹苑は、就労移行支援事業・就労継続支援（Ｂ型）事業・生活介護事業・地域活動支
援センター事業・日中一時支援事業の５事業からなる多機能型の事業所です。

　乙訓ポニーの学校は発達の遅れやつまずきが心配されるお
子さんを対象とした療育施設です。乙訓２市１町に居住され
ている就学前のお子さんに対し、児童福祉法に規定されてい
る障害児通所支援の中の児童発達支援事業を行っています。
　また、平成24年６月からは相談支援事業も始めました。乙
訓地域で生活しておられる18歳未満の児童とそのご家族・関
係者の皆さんの相談をお受けしています。

TEL 075・952・5000　FAX 075・953・5200

　今年度は83名の方が利用されています
（10月1日現在）。
　ポニーの学校の利用申し込みは3月、6
月、9月、12月の年4回、受け付けています。
　定期的な通園以外に、おもちゃライブラ
リーとして施設を開放しています。また、
卒・退園児対象の施設開放事業も行ってい
ます。詳しくは下欄をご参照ください。

前回の作品展の様子

乙訓若竹苑
登録非常勤職員募集
業務内容：障がい者の生活支援等

＊詳しくは直接お問い合わせください。
　 乙訓若竹苑
TEL 075－954－6501

▶▶▶おもちゃライブラリーのご案内
　おもちゃライブラリーは、地域にお住まいの
どなたでもご利用いただけるように、プレイ
ルームを開放している日です。ゆったりとした
スペースで、トランポリンやすべり台等の大型
遊具や好きなおもちゃで自由に遊べます。雨の
日も安心です。
　また、遊びのアドバイスや子育てに関する相
談にも応じていますので、お気軽に職員に声を
かけてください。
　3月までの予定は次のとおりです。
　　12月24日㊋　 1月28日㊋
　　� 2月25日㊋　 3月25日㊋
　原則として毎月第4火曜日の10時～11時30分
に開催しています。
※�26年4月以降の予定については、4月になりまし
たら、ポニーの学校までお問い合わせいただく
か、ホームページにてご確認ください。

▶▶▶卒・退園児のための施設開放事業
平成25年12月26日㊍
平成26年� 3月31日⺼
時間は10時～ 15時です。
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乙訓福祉施設事務組合とは　向日市、長岡京市、大山崎町の2市1町が福祉事業の一部を共同して行うことを目的として設立されている一部事務組合（特別地方公共団体）です。

乙 訓 福 祉 施 設 事 務 組 合 '13.12月◎30号 ●発　行●
乙訓福祉施設
事務組合総務課
●住　所●

京都府長岡京市
井ノ内西ノ口17-8
TEL.075・954・6507
FAX.075・958・1639
HP http://www.otsufuku.com
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※予算の詳細についてはホームページに
掲載しています。

財 政 状 況 の 公 表平成24年度 決算

平成25年度 上半期

　平成24年度の乙訓福祉施設事務組合一般会計決算は、9月19日に行
われた組合会議で認定されました。
　歳入3億8千447万3千834円、歳出は3億7千770万7千303円で、差
引残額は676万6千531円となりました。前年度との比較では歳入は

　乙訓福祉施設事務組合は、財政状況の公表に関する条例に基づき、毎年6月と12月に組合財
政の状況について公表しています。
　今回は、平成25年度の上半期分として、平成25年9月30日現在における予算の執行状況や
組合財産の現在高等についてお知らせします。

5.9％の減、歳出は5.0％の減となっています。
　歳入歳出の主な内容は、上記のグラフのとおりです。
　なお、決算の詳細は組合のホームページに掲載しておりますので、そ
ちらもご覧ください。

＊�上記の組合債は、平成15年度の乙訓ポニーの学校（組合庁舎含む）
移設工事の財源として借り入れたものです。

　平成25年9月までの一時借入金の借入実績は、ありませんでした。

◇ 一般会計歳入歳出予算執行状況
� （平成25年９月30日現在）

◇ 組合債及び一時借入金の状況�
� （平成25年９月30日現在）

◇ 組合財産の現在高 （平成25年9月30日現在）

歳　入 （単位：千円）

○ 基金の状況 （単位：千円）

○ 組合債の状況 （単位：千円）

○ 一時借入金の状況

款 予算現額 構成比 収入済額 収入率
1 分担金及び負担金 381,384 95.3％ 179,181 47.0％
2 国� 庫� 支� 出� 金 3,693 0.9％ 0 0.0％
3 府　 支　 出　 金 5,000 1.2％ 2,500 50.0％
4 財　 産　 収　 入 6,245 1.6％ 3,309 53.0％
5 繰　　 入　　 金 1,216 0.3％ 0 0.0％
6 繰　　 越　　 金 1,000 0.2％ 6,767 676.7％
7 諸　　 収　　 入 1,883 0.5％ 944 50.1％
歳　入　合　計 400,421 100.0％ 192,701 48.1％

歳　出 （単位：千円）

款 予算現額 構成比 支出済額 執行率
1 議　　会　　費 1,529 0.4％ 615 40.2％
2 総　　務　　費 57,660 14.4％ 26,751 46.4％
3 民　　生　　費 322,692 80.6％ 146,729 45.5％
4 公　　債　　費 17,540 4.4％ 8,798 50.2％
5 予　　備　　費 1,000 0.2％ 0 0.0％
歳　出　合　計 400,421 100.0％ 182,893 45.7％

区　分 数量・面積 内　　　　　容

土　地 3,286.46㎡
若竹苑
ポニーの学校用地（旧ポニー用地含む）

建　物 2,045.58㎡ 若竹苑、ポニーの学校（組合庁舎含む）
物　品 109品 １品10万円以上の物品

名　称 平成25年9月30日現在残高
財政調整基金 � 2,006
施設整備基金 10,410

区分（件数） 借入年月 当初借入額
平成25年
9月30日現在高

借入先

普通債（１件）平成16年4月 139,000 8,688 市中銀行
合　　計 　 139,000 8,688
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乙訓福祉施設事務組合
人事行政の運営等の状況

　本組合における人事行政の公正性、透明性を高めるため、「乙訓福祉施設事務組合
人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の任免・給与・勤務条
件・服務の状況などを公表します。なお、詳しくはホームページをご覧ください。

情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況について（平成24年度）
請　　求 開　　示 非 開 示

情  報  公  開   0件   0件 0件
個人情報保護 11件 11件 0件

なお、請求以外で公開対象となっているものについては、公開しています。

4、職員の分限及び懲戒処分の状況（平成24年度）

1 分限処分の状況 2 懲戒処分の状況
　 該当ありません。 　 該当ありません。

　介 護 障 害 審 査 課　

3、職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成24年度）

 1 職員の勤務時間（標準的なもの）

1週間の勤務時間 1日の勤務時間 休憩時間

38時間45分 午前8時30分～午後5時15分 午後0時～午後1時

 2 年次有給休暇の取得状況
区　分 日　数（日） 取得率（％）

年間平均取得日数 10.1 27.2
（注）�平成24年中の全期間在職した一般職員の状況です。取得率を算出するための付与日数に

は繰越分を含めています。

1、職員の任免および職員数に関する状況
 1 職員の採用・退職（平成24年4月2日から平成25年4月1日）

区　分 退職（人） 採用（人）
事　務　職 1 1
指　導　員 1 2
相　談　員 － 1
合　計 2 4

 2 退職事由（平成24年4月2日から平成25年3月31日）

区分 定年 勧奨 普通 その他
出向など 合計

人数（人） 0 0 1 1 2

 3 再任用の状況（平成24年4月1日から平成25年4月1日）
区分 人数（人）

平成24年4月1日在職者数 1
平成25年4月1日在職者数 0

 4 年齢別職員数（平成25年4月1日）
年　齢 20歳未満 20歳～23歳 24歳～27歳 28歳～31歳 32歳～35歳 36歳～39歳
職員数（人） 0 2 5 6 2 3
年　齢 40歳～43歳 44歳～47歳 48歳～51歳 52歳～55歳 56歳～59歳 合 計
職員数（人） 2 0 3 5 2 30

 5 職員数の推移
年度 平成

19年度
平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

過去5年間の
増減数（率）

職員数（人） 27 26 26 27 27 29 2（7.4％）

 6 級別職員数の状況（平成25年4月1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

計標準的な
職務内容 主事 主事 主査

主事
係長
総括主査
主任

課長補佐
施設長補佐

次長/課長
施設長/主幹 局長

職員数 0 6 9 6 5 3 1 30
構成比（％） 0 20.0 30.0 20.0 16.7 10.0 3.3 100

（注）一般職の職員数です。

2、職員の給与等のあらまし
　組合職員の給与は、国家公務員に準じ「条例」に基づき支給されています。
なお、ここでお知らせする給与などは、税金や社会保険料を控除する前の額
で、手取り額ではありません。

 1 職員給与の状況
（平成24年度決算）

（注）	１　�職員数は、24年４月１日現在の人数（再任用職員を含む）
にかかる金額です。

　 　２　職員手当には、退職手当、児童手当を含みません。

職員数
（A）

給与費 一人当たりの
給与費

給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B） （B／ A）
28人 100,752千円 30,303千円 38,082千円 169,137千円 6,040千円

2 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成25年4月1日現在）

一般行政職 平均給料月額 平均年齢
298,730 38歳

3 職員の初任給の状況（平成25年4月1日現在）
区　分 組　合 国

一般行政職 大学卒 172,200円 172,200円
高校卒 144,500円 140,100円

4 退職手当の状況（平成25年4月1日現在）
区分 組　合 国

退職手当

支給率 自己都合 勧奨・定年 自己都合・勧奨・定年
勤続20年 23.03月分 28.7875月分

組合と同じ
勤続25年 32.83月分 38.9550月分
勤続35年 46.55月分 55.86月分
最高限度額 55.86月分 55.86月分
その他の
加算措置

定年前早期退職者特例措置
2～ 20％加算

（注）	1　�退職手当の支給に関しては、本組合を含む7市11町村13一部事務組合（平成25年4月1
日現在）で組織する「京都府市町村職員退職手当組合」に加入しています。

	 2　�「勧奨」とは、定年退職（60歳）前の高齢職員に対し、職員の新陳代謝の促進や人事の
刷新を図るため、退職手当の割増をして退職を促すものです。

　介護障害審査課は、向日市・長岡京市・大山崎町（以
下、二市一町）における介護保険の要介護認定と障害
者総合支援法に基づく障害程度区分認定の審査会の事
務局を担っています。なお、「障害程度区分」につい
ては、平成26年4月1日から「障害支援区分」に改め
られます。
　介護認定審査会は、63人の審査委員を9つのグルー
プに分けた合議体ごとに開催しており、要介護認定に
ついて審査し、二次判定を行います。
　障害程度区分認定審査会についても同様で、14人
の審査委員（うち4人は助言者のため合議体には属し
ません）を2つのグループに分けた合議体ごとに開催
しており、障害者総合支援法に基づく障害サービスの
介護給付に係る障害程度区分の二次判定を行います。
　また、二市一町が作成した支給決定案が当該市町の
定める支給決定基準とかけ離れている場合、市町の求

めに応じて、支給決定案の妥当性を審査し意見を述べ
る役割も担っています。
　一次判定は国が定める一次判定ソフトにより判定さ
れますが、それだけでは申請者それぞれの方の状態を
評価しきれません。そのため、一次判定結果を基に、
審査委員は、主治医が作成した意見書及び調査員が作
成した認定調査票の特記事項の内容を総合的に判断
し、二次判定を実施しています。
　いずれの審査会においても、申請者の個人名や住所、
病院名等は資料に明示せず、公平公正な審査を行って
います。
　なお、各合議体の委員は保健、医療、福祉に関する
各分野のバランスに配慮し構成しています。
　現在の審査委員の職種の内訳は別表のとおりで、任
期は平成25年4月から平成27年3月までです。

介護認定審査会
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障害程度区分認定審査会

※（　）は助言者
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　「障害」の「害」という漢字は否定的なイメージを思い浮かべたり、不快感をもたれたりと、人に対して使用することが心身に障がいを持つ方々への
差別や偏見を助長しかねません。このことから、本組合で作成・発送する文書や広報などは、人や人の状態を表す「障害」の文字を「障がい」と表記し
ます。但し、法律や制度の名称及び「障害物」など人や人の状態を表さない言葉では、従来どおりの表記となります。

「障がい」のひらがな
表記について

TEL. 075・954・7939　FAX. 075・958・1639

乙訓圏域障がい者自立支援協議会 　向日市・長岡京市・大山崎町が共同で設置した「乙訓圏域障がい者自立支援協議会」
は、障がい者の生活を支援するために、サービス事業所・相談支援センター・医療・
教育・雇用・企業・障がい者団体・行政等が参加し協議をしています。事務局は乙
訓福祉施設事務組合内　乙訓圏域障がい者総合相談支援センター内にあります。

平成25年度　乙訓圏域障がい者自立支援協議会と他の機関等関係図

乙訓圏域障がい者自立支援協議会

地域特別支援教育総合推進
事業運営協議会

（向日が丘相談・支援センター）

乙訓圏域障害者支援事業所
連絡協議会

全体会医療的ケア委員会
（支援ネットワークの充実など）

運営委員会
向日市、長岡京市、大山崎町、乙訓保健所、乙訓福祉施設事務組合、乙訓障がい者
基幹相談支援センター、長岡京市障がい者地域生活支援センター「キャンバス」、乙
訓ひまわり園相談支援事業所、地域活動支援センターアンサンブル、しょうがい者
就業・生活支援センター アイリス、向日市社協障がい者地域生活支援センター、こ
らぼねっと相談支援センター、相談支援事業乙訓ポニーの学校、乙訓福祉会・ライ
フサポート事業所相談支援室「のこのこ」、大山崎町社会福祉協議会相談支援事業所

地域生活支援部会
（放課後等デイサービスなど）

相談支援部会
（相談支援連携体制の充実など）

発達障害者圏域支援
ネットワーク
（乙訓ひまわり園）

乙訓圏域障害者相談
支援事業所連絡会

障害者就業・
生活支援センター

（しょうがい者就業・生活
支援センター アイリス）

介護職員初任者
研修プロジェクト

喀痰吸引等
研修プロジェクト

雇用支援
プロジェクト

発達障がい児・者支援部会
（教育・保健と福祉との　　
　　　　　連携の協議など）

精神障がい者
地域生活支援
プロジェクト

　乙訓障がい者
　基幹相談支援センター
� 【2013年4月1日 設置】

主な役割は次のとおりです
●�障がいのある人やそのご家族等からの相談（身体・
知的・精神）に応じています。
●�障がいのある人の地域生活支援（病院や施設からの
地域移行支援）を行います
●�障がいのある人の権利擁護（成年後見制度の活用等）
を行います。
●�乙訓圏域の相談支援を行っている事業所等への支援
（研修等）を行います。

　基幹相談支援センターとして、6月28日（金）に各
相談事業や行政機関から15名の参加を得て「相談を
受ける」ということについて初任者研修を行いました。

内容は
●「相談を受ける」ということを考えてもらう。
●�コラージュを使って「自己覚知」を考えてもらう。
●�面接場面の体験をしてもらう。
というようなことをさせていただきました。

受
講
の
様
子

　乙訓障がい者虐待防止センター 【2012年10月1日 設置】

�5�月22日� 鉄道リネン従業者、関連福祉事業所職員研修（約30名参加）
�6�月�9�日� 友愛之郷総会にて研修（約15名参加）
�9�月�6�日� �地域生活支援センターアンサンブルにて精神保健福祉研修

（約20名参加）
10月17日� 乙訓障がい者虐待防止ネットワーク会議（44名参加）

　平成25年度乙訓障がい者虐待
防止ネットワーク会議を開催いた
しました。この会議は、地域の関
係機関との協力体制の整備・充実
を図ることで、障がい者虐待防止
の取組みを推進することを目的と
しておこなっております。相談支
援事業所、障がい福祉サービス事
業所、障がい者支援施設、社会福
祉協議会、障がい者団体、医療関

係者、司法関係者、就労関係者、教育関係者、民生委員、人権擁護委員、警察、消防、関
係行政機関等多岐に渡る方々にご参加いただいております。
　今回は35名の委員にご参加いただきました。会議では事業報告等を行い、後半は京都
弁護士会の北川先生と京都社会福祉士会の松崎先生をお迎えして、障害者虐待防止法の概
論と虐待事案に対するチーム対応を、具体的な例を交えてお話しいただきました。
　今後とも障がい者虐待の未然防止、早期発見、早期対応のためのご協力よろしくお願い
いたします。
� 12月� 乙訓福祉会職員研修
�� 1�月� 外部講師を招いての障がい者福祉施設・事業所職員対象の研修会
� � 他、出前研修を4カ所予定しております。下半期

上半期

平成25年度
乙訓圏域障がい者
自立支援協議会

報 告
　「乙訓圏域障がい者自立支援協議会」は、相談支
援事業をバックアップし、乙訓地域で生活する障
がい者（児）及び難病等患者の自立と社会参加を支
援するために向日市・長岡京市・大山崎町が共同
設置したものです。相談支援事業所・サービス事
業所・医療・教育・雇用・企業・障がい者団体・行政
等で協議体を構成して、障がい福祉サービスの基
盤整備と利用に関する総合調整を行っています。
　平成25年度においては「医療的ケア委員会」と
「地域生活支援部会」「発達障がい児・者支援部会」
「相談支援部会」の3部会を継続設置しています。「喀
痰吸引研修プロジェクト」を設置し介護職員向け
の喀痰吸引等資格者認定研修を行うとともに、制
度改正に伴い「ホームヘルパー養成・研修プロジェ
クト」を「介護職員初任者研修プロジェクト」と
改称し介護職員初任者研修講座を実施していきま
す。また、「雇用支援」「精神障がい者地域生活支援」
の2プロジェクトを設置し、それぞれの課題解決に
向けた具体的な取組を行う予定です。

ネットワーク会議の様子

TEL.� 075-954-7939
FAX.� 075-958-1639

TEL.�075-959-9085　　FAX.�075-959-9086

今年度の事業報告
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